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NYマーケットレポート（2017年10月19日） 
 
NY 市場では、スペイン東部カタルーニャ自治州の独立問題をめぐる中央政府と州政府の対立が深まったことが引き続き材料視され、ド

ル円・クロス円は序盤から欧州市場からの軟調な流れを引き継ぐ動きとなった。そして、米新規失業保険申請件数、フィラデルフィア連銀

製造業景況指数がともに市場予想よりも良好な結果となりましたが、反応は限定的だった。また、下落して始まった米主要株価が下げ幅

を縮小する動きとなり、ダウ平均株価が終盤にプラス圏まで上昇しましたが、こちらの動きを受けた反応も限定的だった。そして、トランプ

大統領とイエレン FRB 議長の会談が実施されたが、終盤に次期 FRB 議長選びで米トランプ大統領がパウエル氏に傾いたとの報道を受

けて、ドルが売られる場面もあった。一方、ニュージーランドで約 10 年ぶりの政権交代となったことを受けて、NZ ドルは大半の主要通貨

に対して軟調な動きが続いた。 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

20：30 

≪企業決算≫ 

米ベライゾン 

第3四半期の調整後の1株利益は0.98ドル（予想0.98ドル） 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 22.2万件（予想 24.0万件・前回 24.4万件） 

前回発表の24.3万件から24.4万件に修正 

 

米失業保険継続受給者数 188.8万人（予想 189.0万人・前回 190.4人） 

前回発表の188.9万人から190.4万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/10/14・・・222,000・・・-22,000・・・248,250・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/10/07・・・244,000・・・-14,000・・・257,750・・・・1,888,000・・・・1.3％ 

17/09/30・・・258,000・・・-11,000・・・267,000・・・・1,904.000・・・・1.3％ 

17/09/23・・・269,000・・・ +9,000・・・277,000・・・・1,921,000・・・・1.4％ 

17/09/16・・・260,000・・・-21,000・・・268,750・・・・1,911,000・・・・1.4％ 

17/09/09・・・281,000・・・-17,000・・・262,500・・・・1,979,000・・・・1.4％ 

17/09/02・・・298,000・・・+62,000・・・250,250・・・・1,935,000・・・・1.4％ 

17/08/26・・・236,000・・・ +1,000・・・236,750・・・・1,951,000・・・・1.4％ 

17/08/19・・・235,000・・・ +3,000・・・238,000・・・・1,945,000・・・・1.4％ 

17/08/12・・・232,000・・・-12,000・・・240,500・・・・1,954,000・・・・1.4％ 

17/08/05・・・244,000・・・ +3,000・・・241,000・・・・1,954,000・・・・1.4％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 

 

米失業保険申請件数は、前週比-2.2万件の22.2万件となり、3週連続で減少し1973年3月31日までの週以来の低水準となった。申請

件数の 4週移動平均は、前週比-9500件の 24万 8250件となった。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-1.6万人

の 188.8万人となり、2週連続で減少し 1973年 12月 29日までの週以来の低水準となった。受給者数の 4週移動平均は、前週比-2万

2750人の190.6万人と1974年1月12日までの週以来の低水準となった。受給者比率は、前週比0.1ポイント低下の1.3％となった。   

 

 

 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10月米フィラデルフィア連銀景況指数 27.9（予想 22.0・前回 23.8） 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪フィラデルフィア連銀指数≫ 

       10月・・9月・・8月・・7月・・6月  

景況指数・・・27.9・・23.8・・18.9・・19.5・・27.6 

仕入価格・・・38.1・・34.4・・21.1・・19.1・・23.6 

販売価格・・・14.2・・22.8・・13.5・・ 9.0・・20.6 

新規受注・・・19.6・・29.5・・20.4・・ 2.1・・25.9  

出荷・・・・・24.4・・37.8・・29.4・・12.2・・28.5 

受注残・・・・10.9・・17.0・・14.5・・ 7.2・・14.0 

入荷遅滞・・・21.6・・14.5・・10.5・・ 7.4・・13.9 

在庫水準・・・ 6.0・・-1.4・・-6.1・・ 0.7・・ 5.8 

雇用者数・・・30.6・・ 6.6・・10.1・・10.9・・16.1 

6ヵ月先予想  

       10月・・9月・・8月・・7月・・6月 

景況指数・・・46.4・・55.2・・42.3・・36.9・・31.3 

仕入価格・・・60.2・・46.2・・34.8・・46.6・・40.9 

販売価格・・・41.1・・31.7・・40.4・・29.7・・28.7 

新規受注・・・43.7・・56.9・・49.1・・39.4・・31.9 

出荷・・・・・45.3・・55.8・・44.1・・25.9・・38.7 

受注残・・・・18.8・・12.2・・16.9・・11.4・・ 3.4 

入荷遅滞・・・ 2.4・・ 4.6・・ 6.8・・ 1.6・・ 0.2 

在庫水準・・・12.4・・18.9・・26.2・・25.8・・20.4 

雇用者数・・・38.7・・30.1・・33.1・・27.0・・30.0 

 

10月のフィラデルフィア連銀景況指数は、市場予想を上回り、5月以来の高水準となった。仕入価格が 38.1（前月 34.4）、入荷遅滞が

21.6（14.5）、在庫水準が 6.0（-1.4）、雇用者数が 30.6（6.6）となったものの、販売価格が 14.2（22.8）、新規受注が 19.6（29.5）、

出荷が24.4（37.8）、受注残が10.9（17.0）が低下となった。 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月米景気先行指標総合指数（前月比） -0.2％（予想 0.1%・前回 0.4%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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指標結果データ 

≪米景気先行指数≫ 

        9月・・8月・・7月・・6月・・5月 

先行指数・・・・-0.2・・0.4・・0.3・・0.6・・0.2 

一致指数・・・・ 0.1・・0.0・・0.3・・0.1・・0.3 

遅行指数・・・・-0.1・・0.3・・0.2・・0.2・・0.2 

 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

スペイン首相府は、カタルーニャ自治州の自治権停止の手続きを進める方針を明らかにした。カタルーニャ自治州のプチデモン首相は、

中央政府が協議に応じず「抑圧」を続けるなら正式な独立宣言に踏み切る可能性を示したことを受けた動き。中央政府のラホイ首相は、

カタルーニャ自治州の自治権停止について21日に特別閣議を開くことを明らかにした。 

 

ラホイ首相が自治権停止の権限を定めたスペイン憲法 155条を発動しても、少なくとも来週初めまでは効力は完全には発揮されず、事

前に議会の承認が必要となる。カタルーニャ自治州の独立宣言の方法や時期、州議会で承認されるかどうかは依然として不透明である

が、独立支持の議員の多くは、採決実施の支持を明らかにしている。 

 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、スペイン北東部カタルーニャ自治州の独立問題を巡る混乱が懸念され、投資家がリスク回避姿勢を強めたこと受けて、

主要株価は軟調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比0.75ドル安の1バレル＝51.29ドルで取引を終了した。 

 

NY原油は、前日までの続伸を受けて、一旦利益を確定する売りが優勢となった。前日発表された米石油統計でガソリンや石油精製品の

在庫が増えたことも、引き続き圧迫材料となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、ダウ平均株価が前日まで 3営業日連続で過去最高を更新したことなどを受けて、高値を警戒する動きから利益確定売り

が先行した。また、大手通信機器の株価が大きく下落したことも圧迫要因となり、主要株価は序盤から軟調な動きとなった。その後は、

下げ幅を縮小する動きとなり、ダウ平均株価は終盤にプラス圏まで上昇する場面もあった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に米経済指標が予想より良い結果となったものの、スペイン北東部カタルーニャ自治州の独立問題を巡る

混乱が懸念され、ドル円・クロス円はやや上値の重い動きが続いた。また、米主要株価が下落して始まったことも圧迫要因とな

った。ただ、その後は株価が下げ幅を縮小したことから、底固い動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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